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雑種成犬23~頭を用い脱血により血圧を 30mm Hg として，出血性ショック時の酸素消費量，動脈血お
よび中心静脈血の pH , P 02> P C02> Base Excess，乳酸，蕉性ブドウ酸を測定した。脱血により酸素
消費量は減少するが，脱血前の酸素消費量と低血圧時の酸素消費量との差と時間との積を酸素負債と
考えて，ショック時の酸素負債，低血圧持続時間， Excess Lactate，動脈血 pH , Base Excess，動静
脈血間酸素分圧較差，動静脈血間炭酸ガス分圧較差，動静脈血間 pH 較差の経時的変化およびこれら
の値と予後との関係について調査した。上述したショックの指標となると考えられる値は，ショック
の進行とともに変化し，酸素負債が lS0c.c./kg の時には平均値において低血圧持続時間 2 時間， Base 
Excess-2SmEq/l , Excess Lactate 10mM/l ，動静脈血間酸素分圧較差 70mm Hg，動静脈血間炭酸ガ
ス分圧較差 30mm Hg，動静脈血間 pH 較差 0.10であった。これらの指標の輸血前の値と 24時間後の生




動脈血 pH に関し τ は 6.90以下で全例死亡したが6.90以上の例については予後を予想出来なしヨ。動
静脈血間 pH 較差は 0.10 を越えると殆んど全例死亡するが，それ以下では生死はほぼ同じ割合であっ
た。 Base Excess は -25mEq/l 以下では生存例がないが，それ以上では予後を予想することができず，
動静脈血間酸素分圧較差に関しでも予後との関係が認められなかったが，これは，この値がショック












が，それに加えて動脈血 pH の低下，動静脈血間 pH 較差の増大，組織の PC02 のと昇がこの値を増加




他， pH の低下，動静脈血間 pH 較差の増大によってももたらされ，循環動態と同時に代請す|笠の変化
をも総合的に示している。
2 )非可逆性ショックの限界は動静脈血間炭酸ガス分圧較差 30mm Hg であり，それ以上ではショック
犬の死亡率は 100%であった。
3 )動静脈血間炭酸ガス分圧較差は心係数が21/min/m2 以下になると著明に増加し 動静脈血間炭酸










心拍出量，動脈血 pH，動静脈血間 pH 較差の三つに影響されることにあることを示したものである。
この示標は循環動態とともに代謝性の変化をも総合的に示しており，出血性ショックの実験的研究，
あるいは治療にとって非常に有用なものである。
A品τ
司
d
